
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 編 

 

 



資－1 

1 市民意向把握の取り組み 

 

※立地適正化計画や都市計画マスタープラン策定に向けて行った市民意向調査、未来のまち

づくりを考えるワークショップの結果から、関連する調査結果を一部、抽出・整理しまし

た。 

 

①市民意向調査 

【市民意向調査の概要】 

対  象：市内在住の 18歳以上の方 3,000人（無作為抽出） 

調査期間：平成 30年 9月 11日～同 9月 25日 

配 布 数：3,000 

有効回答：1,217（有効回収率 40.6％） 

【回答者属性の概要】 

・性別では女性が多く、年代では、60代、40代、70代、50代、30代の順に多い。 

・地域別では、古井、太田、加茂野、下米田、蜂屋の順に多い。 

 

○暮らし満足度と重要度 

満足度と重要度の結果を得点化しグラフ化したところ、全体的に満足度（平均）は 0を超

え、高い傾向がうかがえます。特に日常的買物の便利さや自然などで評価が高く、一方、鉄

道やバスの利用しやすさについては、満足度がやや低くなっています。重要度は全体の項目

で高く、特に平均上でまちの安全性や保健医療福祉項目での重要度が高くなっています。 

 

暮らしの満足度と重要度 

以下を得点化 

満足度 非常に満足・2点、満足・1点、普通・0点、不満・-1点、非常に不満・-2点 

重要度 非常に重要・2点、重要・１点、普通・0点、あまり重要でない・-1点、重要でない・-2点 



資－2 

○地域の問題・課題 

地域の問題・課題については、「災害時の不安」「高齢化に伴う地域のつながりの低下」「農

空間の喪失」等が多くなっています。 

 

地域で感じている問題・課題 

 

○買物の行動 

食料品・日用品は幹線道路沿道の大型商業施設や市内のスーパーを利用、買い回り品も同

様に幹線道路沿道の大型商業施設の利用が主で、交通手段は自家用車が圧倒的に多く（9割

弱）なっています。 

 

食料品・日用品の買い物場所 

 

衣料品、家電、家具等の買い物場所 

 

41.7%

37.7%

35.4%

29.7%

22.5%

13.2%

11.7%

11.8%

7.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

地震や水害などが起こった時の避難場所や避難経路が十分に確保

できているか不安である

一人暮らしの高齢者が増えてきており、地域のつながりが低下してき

ている

農地が住宅地になったり、耕作放棄地になったりと農地のある空間

が失われてきている

空き地や空き家など、管理が行き届いていない場所が増加してきて

いる

身近に買い物できる施設や医療施設等が少なく、不便である

住宅の新築・建替えが進まず、地域の人口が減少し、まちの活力が

低下してきている

住宅の建替えが進んだりして、かつてのまちの趣き・雰囲気が失わ

れてきている

その他

無回答

Q2-2 地域で感じている問題・課題 N=1217

31.7%

31.6%

10.1%

7.2%

4.4%

1.6%

2.1%

11.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

幹線道路沿道の大型商業施設・ｽｰﾊﾟｰ

自宅近くの商店やｽｰﾊﾟｰ

美濃太田駅南側の商店やｽｰﾊﾟｰ

可児市の大型商業施設・ｽｰﾊﾟｰ

関市や各務原市の大型商業施設・ｽｰﾊﾟｰ

ＪＡ直売所

その他

無回答

Q3-1 食料品・日用品の買い物場所 N=1217

33.1%

14.1%

13.3%

11.8%

7.1%

6.4%

3.9%

10.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

幹線道路沿道の大型商業施設

関市や各務原市の大型商業施設

自宅近くの専門店

可児市の大型商業施設

通信販売（ネットショップなど）

美濃太田駅南側の専門店

その他

無回答

Q3-2 衣料品、家電、家具等の買い物場所 N=1217
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○居住意向 

居住意向は高く、「ずっと住み続けたい+出来れば住み続けたい」をあわせると 9割近い人

が住み続けたいという意向を示しています。 

住み続けたい理由としては、「まちへの愛着」や「買物利便性の高さ」が上位にきています。 

 

定住意向 

 

 

○美濃太田駅周辺について 

美濃太田駅周辺で求められる機能や施設については、「大規模商業施設」「レストラン・カ

フェ等」といった施設を求める声が多くあがっています。 

 

美濃太田駅周辺の必要な機能・施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.6%

31.4%

12.2%

7.7%

1.7%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

ずっと住み続けたい

出来れば住み続けたい

どちらともいえない

いつかは引っ越したい

今すぐに引っ越したい

無回答

Q4-3 在住意向 N=1217

40.3%

34.9%

24.7%

20.2%

19.9%

15.9%

15.4%

13.2%

11.8%

10.8%

9.3%

5.7%

3.5%

7.9%

8.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

大規模商業施設

レストランやカフェ等

総合病院

観光客向けの施設（案内施設・物産館等）

スーパーやコンビニ等

介護・福祉系施設

地域の交流施設

銀行や郵便局

図書館・文化ホール等

子育て支援施設（一時預かり等）

宿泊施設（ホテル・民泊等）

診療所（内科、小児科等）

保育園・幼稚園等

その他

無回答

Q5-1 美濃太田駅周辺の必要な施設 N=1217
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美濃太田駅周辺がどのようなまちになれば良いかという設問については、「魅力的な店舗が

点在し、歩いて楽しめるまち」「公共施設が集まり、バスや鉄道と連動し車でも便利なまち」

といった意見が上位を占めています。 

 

美濃太田駅周辺がどのようなまちになると良いと思うか 

 

 

○今後のまちづくりの方向性 

市全体の今後のまちづくりの方向性については、「病院や商業施設などに行きやすいように

鉄道駅や主要な施設がバスで結ばれた、移動の利便性が高いまちづくりをめざす」が最も多

くなっています。 

今後の目指すべきまちづくりの方向性 

 

38.0%

34.6%

26.3%

13.6%

13.5%

11.9%

11.8%

6.7%

5.2%

1.8%

9.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

魅力的な店舗が点在し、歩いて楽しめるまち

公共施設が集まり、バスや鉄道とのアクセス性と連動し、

車でも立ち寄りやすい便利なまち

商店街やスーパーなど日常の買い物がまかなえる便利

なまち

働く人や仕事で訪れた人が回遊したくなるまち（魅力的な

飲食店など）

自動車の通行規制やユニバーサルデザインによって、子

どもから高齢者まだ誰もが安全・安心に歩けるまち

たくさんの観光客や来訪者が訪れ、交流やにぎわいが生

まれるまち

地域の交流・コミュニティの場や、福祉などのサービスの

場として市民が集うまち

文化施設が集まり、文化・芸術を身近に感じることができ

るまち

学生など若者が楽しむことができ、滞留できるまち

その他

無回答

Q5-2 美濃太田駅周辺がどのようなまちになると良いと思うか N=1217

55.4%

42.1%

37.5%

37.5%

34.7%

20.3%

19.6%

9.4%

6.1%

3.9%

3.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

病院や商業施設などに行きやすいように鉄道駅や主要な

施設がバスで結ばれた、移動の利便性が高いまちづくりをめざす

医療・福祉の環境が充実した、健康づくりに優れたまちづくりをめざ

す

商店や企業、事業所などの事業活動が活発に行うことができる、働

く場を確保する（産業立地など）まちづくりをめざす

くらしに必要な施設が鉄道駅やバス停周辺の歩いて利用できる範

囲に、コンパクトに集積した利便性の高いまちづくりをめざす

次の世代の住まい手である子育て世帯等の定住に力を入れる

空地や空家等の利活用・改修を進め、人口の維持を図る

緑や水辺、農地など、身近に豊かな自然環境を感じることができる

まちづくりをめざす

豊かな歴史や文化を活かした、個性を際立たせた観光まちづくりを

めざす

加茂野地区・下米田地区などの郊外地域においても住宅開発を進

めるまちづくりをめざす

その他

無回答

Q7-1 今後の目指すべきまちづくりの方向性 N=1217
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②未来のまちづくりを考えるワークショップ 

【未来のまちづくりを考えるワークショップの概要】 

開催期間：平成 30年 11月 12日～同 12月 7日 

開催回数：市内 8地区において、各地区 2回開催 

意見交換テーマ： 

  第１回 自分・家族、地区、市全体の「長所」、「課題」、「目指す 10年後の姿」 

  第２回 10 年後の姿を実現するために「市民（わたし）」「地域（みんな）」「役所（関

係機関職員）」で取り組むこと。目指す 10 年後の姿を実現するために必要な

拠点や機能（公共施設やまちづくり団体、道路、交通等）。 

 

○地域の目指す 10年後の姿 

商業の活性化に対する意見は太田地区や加茂野地区で、防災に関する意見は太田地区、古

井地区、加茂野地区で、公共交通に関する意見は加茂野地区や下米田地区で出されています。 

 

目指す 10年後の姿（第 2回で挙げられたテーマ） 

地区名 意見 

太田 ・商店街の活性化    ・公園や広場づくり  ・現庁舎の活用 

・観光振興       ・水害に対して安心して暮らせる環境づくり 

古井 ・自治会活動の活性化  ・高齢者の交流の場をつくる 

・子育てしやすいまち  ・地域のつながりをつくる 

・地域防災力向上    ・産業の活性化    ・みんながハッピーになる 

山之上 ・人口減少への対応   ・Ｕターンで同窓会！（Ｕターンの促進） 

・地域活動の後継者育成 ・儲かる農業     ・働く場づくり 

蜂屋 ・自然を守る、残す   ・農業技術の伝承   ・蜂屋柿を残す 

・地域コミュニティ活性化、人のつながりをつくる・地域行事を残す 

加茂野 ・自治会活動の活性化  ・防災活動、消防団活動の活性化 

・加茂野交流センターの活用  ・公共交通の維持、改善  

・商業の活性化     ・公園の利活用    ・乱開発の抑制 

伊深 ・近所同士で見守りや手助け  ・元気な高齢者が増える 

・地域内や地域内外の交流を活発に 

・空き家対策      ・里山、自然を守る  ・自分たちで稼ぐ 

三和 ・景観を守る      ・耕作放棄地対策 

・小学校の維持     ・移住者を増やす   ・空き家の活用 

・人に来てもらう、特産品をつくる 

下米田 ・自然環境、農地がまもられている ・空き家の活用 

・子どもが地域で守られている   ・働き場が地域に多くある 

・世代間の交流がある  ・外国人とともに暮らす 

・便利な公共交通    ・スポーツ施設の整備 ・保育園の建替 
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2 浸水想定区域の状況 

 

「L2規模」（想定し得る最大規模の降雨）での、洪水浸水想定区域図、水害危険情報図を河川

ごとに示します。これは河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域と浸水深さ等を表示した地

図です。 

 

［洪水浸水想定区域図］木曽川［L2規模］ 

 

資料出所：国土交通省中部地方整備局 
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［水害危険情報図］飛騨川［L2規模］ 

 

資料出所：岐阜県 県土整備部河川課 
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［水害危険情報図］加茂川［L2規模］ 

 

資料出所：岐阜県 県土整備部河川課
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3 用語集 

 

行 用語 意味 

あ行 駅勢圏、バス

停勢圏 
旅客を取り扱う駅やバス停の存在が影響を及ぼす範囲のこと。 

か行 交通結節点 鉄道の乗継駅、鉄道とバスなどの乗り換えが行われる駅前広場のよ

うに交通動線が集中的に結節する箇所。 

さ行 

 

スプロール化 郊外で無秩序に住宅化が進み、虫食い状態に開発が進む現象。 

総合計画 長期的な将来展望に基づき、市政運営を総合的・計画的に進めるた

めの根幹となる計画で、行政の各分野における計画や事業展開の指針

になるとともに、市民と行政の共通の将来目標となるもの。 

た行 都市計画区域 都市計画法やその他の関係法令の適用を受けるべき土地の区域。具

体的には、中心市街地を含み、かつ、自然的・社会的条件、人口・土

地利用・交通量などを勘案し、一体の都市として総合的に整備、開発、

保全する必要がある区域。 

都市計画区域

マスタープラ

ン 

都市計画法第 6 条の 2 に規定される「都市計画区域の整備、開発及

び保全の方針」であり、都市計画区域の決定権者である都道府県が定

める計画。 

都市計画区域について定められる都市計画は、この「都市計画区域

の整備、開発及び保全の方針」に即したものでなければならないとさ

れています。 

は行 バリアフリー 健常者の生活や利用を前提にしたまちづくりや商品設計は、障がい

者や高齢者に対して、無意識のうちに障がい（バリア）を作っている

ことが多く、その障がいをなくして、誰もが安心して暮らせる環境を

つくること。 

ま行 モビリティ・

マネジメント 
多様な交通施策を活用し、個人や組織・地域のモビリティ（移動状

況）が社会にも個人にも望ましい方向へ自発的に転換することを促す

取り組み。 

や行 用途地域 秩序ある土地利用を誘導するため、住居、商業、工業等、市街地の

大枠として土地利用を定めるため、建物用途を制限するもの。 
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4 誘導区域の詳細図 

 

詳細図の区画割 

 

 

 


